
�．研究の目的

21世紀に入り，統計学に対する関心が高まってきている。最初に注目をされたのは，ヒトゲ

ノムの解析であった。20世紀末に世界的なプロジェクトとして，ヒトのゲノムをすべて解読す

る研究がすすめられたが，現在では個人のゲノムを解析する技術が確立され，ゲノムデータの

活用の段階へと進んできている。一方，ビックデータという言葉がよく用いられるようになっ

てきている。ビックデータとは，市販されているデータベース管理ツールや従来のデータ処理

アプリケーションで処理することが困難なほど巨大で複雑なデータ集合の集積物である。イン

ターネットだけでなく，センサー技術の向上とその低価格化によって，さまざまなものから情

報が収集され，それが蓄積されるようになってきている。そのため，これらの情報を今後どの

ように生かしていくのかが問題となっている。

このような社会の変化に対応して，データ解析に必要な処理技術，データの視覚化，データ

解析法に習熟した人材であるデータサイエンティストの需要が世界的にも高まっている。しか

し，日本の現状をみると，このような人材の育成がまだまだ追いついていない。平成28年に出

された経済白書では，「平成16年（2004年）から平成20年（2008年）までの�年間，我が国にお

けるデータ分析の才能を有する人材が減少傾向にあった」と書かれている。これに対して，文

部科学省は，平成28年�月に「第�次産業革命に向けた人材育成総合イニシアチブ」として，

ビックデータに対応する人材育成のための総合プログラムを公表し，平成29年度予算からデー

タ関連人材育成プログラムの募集を行っている。

学校教育においても，現行の学習指導要領で小学校から高等学校までの統計教育の内容が充

実され，中学校数学科においては，統計教育を取り扱う「資料の活用」という領域が新設され
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た。また，平成29年�月に公示された新学習指導要領のポイントとして，「必要なデータを収

集・分析し，その傾向を踏まえて課題を解決するための統計教育の充実（小：算数，中：数学）」

が示されている。

その一方で，学習者の統計に対する関心はそれほど高いとは言えない。Gal and Ginsburg

（1994）1）では，大学の基礎教育での統計入門の授業において，多くの学生が統計に対してネガ

ティブな見方や感情を持っていることを指摘し，統計教育の目的を達成するためには，さらに

統計の授業を受けようとする感情を高めることが重要であると述べている。統計学に関して

は，専門分野によって扱う統計的な手法が異なっている点や今でも次々に新しい手法が開発さ

れている点を考慮すると，大学の基礎教育だけでなく，専門教育やその後の研修においても積

極的に学んでいくことが必要である。そのためには，授業内容の理解だけでなく，その後の統

計の学習に対する態度を高めていくことも重要である。

本稿では，統計に対する評価やそれを利用した大学での授業改善を行うことを目的として，

これまでの統計教育に対する態度研究をまとめるとともに，その中でSchau氏が作成した調査

票SATS（Survey of Attitude Toward Statistics）について詳しく述べるとともに，その日本語版作

成の取り組みについて述べる。

�．統計に対する態度を測る調査票

統計に対する態度を測る調査票については，1980年代から研究が行われており，いくつかの

調査票が提案されている。最初に開発された調査票は，Roberts and Bilderback（1980)2）で提案

されたStatistics Attitude Survey（SAS）である。この調査票は，これまでの数学に対する不安や

態度を参考に作られた。最初に提案された調査票であり，当初は広く用いられていた。しかし，

この調査票は1次元の尺度として提案されており，統計に対する態度だけでなく，統計的な概念

や基本的な知識を問うものも含まれていたため，その解釈のむずかしさが指摘された。Wise

（1985)3）は，その改良版として統計に対する知識を含まない，2次元の尺度Attitudes Toward

Statistics（ATS）を提案した。この調査票は，「研究分野での統計の利用に対する態度」（Field）

と「授業に対する態度」（Course）の	つの構成概念を含んでいる。Gal and Ginsburg（1994）は，

これらの	つの調査票に対して，測定している態度の中に複数の要素が混在しており，態度が

測定している内容を明確に説明しにくい点や授業方法との関連を調べる際には態度の変化を明

確に示せるほどその精度が高くない点などを挙げて，さらなる改良が必要であることを述べて

いる。

このような指摘に対して答えようとした調査票がSchau氏が開発したSurvey of Attitudes

Toward Statistics（SATS）である。Ramirez, et al.（2012)4）によると，SATSは次のような�つの

プロセスに基づいて作成されている。

�）統計に対する学生の態度を測定するこれまでの調査票の検証

	）大学での統計入門を受講している学生の態度に対する記述の分析

�）統計入門の受講生と教員による，統計に対する態度を表す単語やフレーズを共通する構

成概念の形で分類

�）上の単語やフレーズを用いて作成された項目に対するパイロット研究と改良

�）検証的因子分析による初期の�次元の構成概念の妥当性の検討
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�）他の調査票との関連や不足部分を検討することで，構成概念のスコアの妥当性の検討


）	つの構成概念の追加

�）検証的因子分析による�つの構成概念の内的構造の妥当性の検討

その後，この調査票に基づいた研究が進められており，Statistics Education Research Journalの

2012年11月号では，SATSを使った「統計に対する態度」に関する特集が組まれており，2014年

に行われたInternational Conference on Teaching Statistics でも一つのセッションが設けられるな

ど，統計に関する授業の改善を考える際の一つの指標となってきている。また，英語版だけで

なく，トルコ語，スペイン語，アフリカ語，中国語，オランダ語などすでにいろいろな言語に

翻訳が行われている。このように，いろいろな言語に翻訳されていることから，今後さまざま

な国との国際比較を行うことも可能であるため，今回はこのSATSの日本語版を作成すること

にした。

�．SATSの特徴

SATSについては，インターネットからダウンロード可能である（http://evaluationandstatis-

tics.com/平成29年�月現在）。SATSの特徴の一つは，36項目を�つの構成概念で表している点

である。SASやATSは�次元あるいは	次元の構成概念からできていたが，それに比べて統計

に対する態度を細かく分類していることがわかる。このことによって，授業の前後の比較をす

ることで，その授業の特徴を細かく分析することができる。�つの構成概念は，感情（Affect），

認知コンピテンシー（Cognitive Competence），価値（Value），困難性（Difficulty），興味（Interest），

努力（Effect）の�つである。

また，SATSのもう一つの特徴は，授業をスタートする前に実施する調査票（pre）と授業が終

了した時点で実施する調査票（post）が準備されている点である。preとpostの違いは，基本的

な言い回しの違いだけであり，項目数や項目の内容についてはほぼ	つの調査票の間で対応す

る形で作られている。さらに，�つの構成概念についても対応しており，授業開始前と授業開

始後の態度の変化を調べることが可能である。そのため，実施した授業がどのように態度に影

響を与えたのかを評価することができる。

各構成概念のスコアの計算については，次のような形で行われる。まず，各質問項目のスコ

アを求める。付録資料として今回作成した日本語版の授業開始前と授業終了後の調査票をつけ

ているので各質問項目についてはこちらを参照してほしい。この調査票にあるように，それぞ

れの項目は「強く否定する」を�，「強く肯定する」を
として
段階で数値化される。ただし，

項目の中には否定的な態度を示す項目（反転項目）が一部含まれているため，これらの項目に

ついては，「強く否定する」を
，「強く肯定する」が�となるように変換して，その項目のス

コアとする。次に，構成概念ごとに，対応する質問項目のスコアの平均値を計算し，それを構

成概念のスコアとする。表�にそれぞれの構成概念に属する項目をまとめている。ここで，項

目の番号は調査票の質問項目の前についている番号を指し，番号の後ろに＊がついているもの

は反転項目として取り扱う。

23



SATSについては，すでにいろいろな研究が行われており，その特性が明らかになっている。

ここでは，Schau and Emmioglue（2012)5）の結果を紹介する。Schau and Emmioglue（2012）で

は，2007年秋から2010年春までに開講された101の授業を受講した合計約2200人の授業前の調

査票と授業後の調査票の結果を集計している。まず，それぞれの構成概念の平均スコアとその

標準偏差は表	のようになっている。

授業前の平均スコアを見ると，感情と困難性については，中間的なスコアである�に近い値

を示しており，認知コンピテンシーと価値と興味については，高い平均スコアを示している。

さらに，努力に関しては�を超えており，かなり高い平均スコアとなっている。授業後の平均

スコアを見ると，全体的にはそれほど大きな違いは見られないが，興味と努力については平均

で約0.5減少していることがわかる。

また，Schau and Emmioglue（2012）では，内的一致性を調べるためにクロンバッハのαが示さ

れている。
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表� 各構成概念とその質問項目番号

1, 2, 14, 27努力(Effect)

12, 20, 23, 29興味(Interest),

6, 8*, 22, 24*, 30*, 34*, 36*困難性(Difficulty)

7*, 9, 10, 13*, 16*, 17, 21*, 25*, 33*価値(Value)

5*, 11*, 26*, 31, 32, 35*
認知コンピテンシー
（Cognitive Competence）

3，4*, 15*, 18*, 19, 28*感情(Affect)

構成する質問項目構成概念名

4.162209感情

標準偏差平均標準偏差平均N構成概念

授業後授業前

困難性

1.124.720.995.042186価値

1.165.031.044.942192認知コンピテンシー

1.324.301.12

5.840.906.322246努力

1.444.001.274.512219興味

0.963.900.813.752204

1.09

表� 米国での約2200人の授業前と授業後の構成概念のスコアの平均および標準偏差
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授業前の構成概念と授業後の構成概念のすべてで0.7より大きな値を示しており，これらの

構成概念がすべて内的一致性を持っていることを示している。このことから，SATSはかなり

信頼できる調査票となっていることが示されている。

�．日本語版作成の取り組み

SATSを日本でも活用するため，日本語版を作成した。日本語版作成は，次のような段階を踏

んで行った。まず，SATSの作成者であるSchau氏にコンタクトを取り，日本語版作成の目的と

今後の取り扱いについて相談した。SATSについては，すでに複数の言語に翻訳されているこ

ともあり，日本語版作成に関しては快く許可をしていただいた。その際に，日本語版を作成し

た後に，英語に逆翻訳をして見せてほしいという依頼があった。そこで，本論文の著者でもあ

る統計教育あるいは数学教育の�人の研究者が個別にSATSの日本語への翻訳を行ったのち，

それぞれが持ち寄った翻訳案の違いについて�人で検討し，初期段階の日本語版を作成した。

次に，それを英語教育の研究者	人に依頼し，作成した日本語版をもう一度英語に翻訳をして

もらった。この際には，英語版のSATSについては提示せず，英語への翻訳をお願いした。英語

に翻訳する際にあいまいな部分については一部日本語版を修正し，もう一度英語に翻訳するな

どの修正を加えた。そのうえで，逆翻訳されたSATSを作成者であるSchau氏に送付し，本来の

SATSの主旨と異なる質問項目があるかどうかを検討いただいた。Schau氏からは特に意見はな

かったため，今後この調査票を日本語版SATSと呼ぶこととした。

�．今後の研究の方向性

日本語版SATSの作成の目的は，日本の大学生の統計に対する態度を把握することとそれを

用いて大学における統計教育の方法の改善を行うことである。SATSは，すでに多くの言語に

翻訳されており，SATSを使った研究もさまざまな形で行われている。まずは，日本の大学生の

統計に対する態度について，平均スコアや構成概念間の相関を調べ，他の国の学生と比較する

ことが考えられる。これまでにも，各構成概念の平均スコアや相関を調べた研究はいくつか行

われており，それらと比較することで日本の高等学校までの教育の現状を把握することも可能
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表� 米国での約2200人の授業前および授業後の各構成概念のクロンバッハのα

授業後

0.81努力

0.89興味

0.76困難性

0.87価値

0.84認知コンピテンシー

0.81感情

授業前構成概念

0.77

0.91

0.79

0.9

0.86

0.85



となる。また，授業前の結果と授業後の結果を比較することによって，その授業の評価や成績

に及ぼす要因を探ることも考えられる。例えば，Tempelaar et al.（2007)6）では，SATSと高等学

校までの統計的な理由づけの能力や統計入門コースの成績との関連を調べている。また，

Lesser et al.（2016)7）ではユーモアや歌を授業に取り入れることの有効性について，ランダム化

実験を行って分析する際にSATSが用いられている。このように，SATSを一つの指標として，

大学における授業のポイントや改善の方法について検討していくことが，今後大切になってい

く。そして，大学での統計の授業が少しでも将来の統計学習の意欲を高めるものとなり，統計

を実際に活用していくことができる人材の育成につながっていくことを目指して，今後も研究

を進めていくことが重要である。
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付録資料

統計に対する態度に関する調査

授業開始前

記入上の注意: 下の記述は，統計についてのあなたの態度を特定するためにつくられたものです。各項目

は
つの選択肢があります。選択肢は，�：強く否定する，から�：同意も否定もしないを通して，
：強

く同意する，までの
つの値をとります。もし，特に意見がない場合には，選択肢�を選んで下さい。各記

述を読んでください。その記述について，同意または否定に関するあなたの状態を最も的確に表す選択肢

を一つ選びなさい。各選択肢について深く考えすぎないようにしましょう。あなたの答えを記入したら，

すぐに次の項目に進んでください。どうか，すべての記述について回答してください。
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654321�．私は，統計の課題をすべてやり遂げるつもりである。

強く

同意する

同意も

否定も

しない

強く

否定する

654321�．私は，統計を好きになるだろう。

7654321	．私は，統計の授業に一生懸命取り組むつもりである。

7

654321�．統計を理解する際に，その考え方に困難を感じるだ

ろう。

7654321�．私は，統計の問題に取り組まないといけない状況の

ときには，不安を感じるだろう。

7

654321
．統計は価値がない

7654321�．統計の公式は理解しやすい。

7

654321�．統計は，私が職業訓練を行う際に求められるもので

あるはずである。

7654321�．統計は複雑な科目である。

7

65432111．私は，この授業でどのようなことが行われるのかわ

からない。

765432110．統計的なスキルは，就職に役立つだろう。

7

65432113．統計は，一般的な職業においては有用ではない。

765432112．私は，統計的な情報を他の人と情報交換できるよう

になることに興味がある。

7

65432115．授業で統計のテストを受ける際に，挫折感を感じる

だろう。

765432114．私は，すべての統計の試験に対して一生懸命勉強す

るつもりである。

7

65432117．私は，毎日の生活の中で，統計を使っている。

765432116．統計的な考え方は，仕事以外の私たちの生活では使

われるものではない。

7

765432118．私は，統計の授業中にストレスを感じるだろう。

7



藤井良宜 木根主税 渡邊耕二 アダチ徹子 川北直子28

65432136．統計を用いるには，ほとんどの人は新しい考え方を

学習しなければならない。

強く

同意する

同意も

否定も

しない

強く

否定する

65432134．統計学はかなり専門的である。

765432135．私は，統計の概念を理解することが難しいとわかる

だろう。

7

65432132．私は統計の式を理解できるだろう。

765432133．統計学は私の人生とは無関係である。

7

7

65432119．統計の授業をとることを，楽しみにしている。

65432121．統計的な結論は，毎日の生活の中ではめったに示さ

れることはない。

765432120．統計を使うことに興味がある。

7

65432123．私は統計的な情報を理解することに興味がある。

765432122．統計はほとんどの人にとって，すぐに学ぶことがで

きる教科である。

7

65432125．私の職業では，統計を応用することはないであろう。

765432124．統計を学習するには，多くの訓練が必要である。

7

65432127．すべての統計の授業に出席するつもりである。

765432126．私は，統計において多くの数学的な間違いをしてし

まうだろう。

7

65432129．私は統計の学習に興味がある。

765432128．私は統計をおそれている。

7

65432131．私は統計を学習することができる。

765432130．統計においては多くの計算が必要である。

7

7



統計に対する態度を測る調査票の日本語版の作成

統計に対する態度に関する調査

授業後

記入上の注意: 下の記述は，統計についてのあなたの態度を特定するためにつくられたものです。各項目

は
つの選択肢があります。選択肢は，�：強く否定する，から�：同意も否定もしないを通して，
：強

く同意する，までの7つの値をとります。もし，特に意見がない場合には，選択肢�を選んで下さい。各記

述を読んでください。その記述について，同意または否定に関するあなたの状態を最も的確に表す選択肢

を一つ選びなさい。各選択肢について深く考えすぎないようにしましょう。あなたの答えを記入したら，

すぐに次の項目に進んでください。どうか，すべての記述について回答してください。

29

65432114．私は，すべての統計の試験に対して一生懸命勉強し

ようとした。

強く

同意する

同意も

否定も

しない

強く

否定する

65432116．統計的な考え方は，仕事以外の私たちの生活では使

われるものではない。

765432115．授業で統計のテストを受ける際に，挫折感を感じる。

7

65432118．私は，統計の授業中にストレスを感じている。

765432117．私は，毎日の生活の中で，統計を使っている。

7

65432120．統計を使うことに興味がある。

765432119．統計の授業をとることを，楽しみにしている。

7

7

654321�．私は，統計の課題をすべてやり遂げようとした。

654321�．私は，統計を好きである。

7654321	．私は，統計の授業に一生懸命取り組んだ。

7

654321�．私が，どのように考えたらよいか，という点におい

て，統計を理解するのに困難を感じた。

7654321�．私は，統計の問題に取り組まないといけない状況の

ときには，不安を感じた。

7

654321
．統計は価値がない

7654321�．統計の公式は理解しやすい。

7

654321�．統計は，職業訓練を行う際に求められるものである

はずである。

7654321�．統計は複雑な科目である。

7

65432111．私は，この授業でどのようなことが行われるのかわ

からなかった。

765432110．統計的なスキルは，就職に役立つだろう。

7

65432113．統計は，一般的な職業においては有用ではない。

765432112．私は，統計的な情報を他の人と情報交換できるよう

になることに興味がある。

7

7
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65432136．統計を用いるには，ほとんどの人は新しい考え方を

学習しなければならない。

強く

同意する

同意も

否定も

しない

強く

否定する

65432134．統計学はかなり技術的である。

765432135．私は，統計の概念を理解することが難しいとわかる。

7

65432132．私は統計の式を理解できる。

765432133．統計学は私の人生とは無関係である。

7

7

65432122．統計はほとんどの人にとって，すぐに学ぶことがで

きる教科である。

765432121．統計的な結論は，毎日の生活の中ではめったに示さ

れることはない。

65432124．統計を学習するには，多くの訓練が必要である。

765432123．私は統計的な情報を理解することに興味がある。

7

65432126．私は，統計において多くの数学的な間違いをしてし

まう。

765432125．私の職業では，統計を応用することはないであろう。

7

65432128．私は統計をおそれている。

765432127．すべての統計の授業に出席するようこころがけた。

7

65432130．統計においては多くの計算が必要である。

765432129．私は統計の学習に興味がある。

7

765432131．私は統計を学習することができる。

7


